
























































































































と現地適応の問題に注目し,両方のプレッシャーのバランスをいかに達成す 持続的競争優位の源泉であるとされる.プラハラー ドとハメル P hldraaa( , 
るかについて研究の重点が置かれてきた.グローバル統合とは,企業の主要 C.K.&G me 1990l,aH. )は,このような経営資源を ｢コア･コンピタンス｣
な意思決定が本社によってなされる方向を指し,その反対に現地適応とは, と呼んでいる.
海外子会社に権限委譲される方向を意味する.バートレット (







































































表 1 オムロンとブラザ 工ー業の概要
オムロン株式会社 ブラザー工業株式会社
創業 1933年 (昭和 8年)5月 10日 1908年 (明治 41年〕
設立 1948年 (昭和 23年)5月 19日 1934年 (昭和 9年)1月 15日
資本金 640億 8,200万円 (2004年 3月 31日現在) 19,209百万円 (2004年 3月 31日現在J




















118 現代経営経済研究 第 3号
表 1はオムロンとブラザー工業の概況を示している. 






















































I20 現代経営鮭涛研究 第 3号









































10年以上 かつ 30歳以上 59歳未満の従業員とし,退職加算金は 55歳
で年収の 2.5倍とし,段階設定をした.













]22 現代軽骨経済研究 第 3号
図 3 再構築後のリレー事業における組轄横能の配置状況
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｢ 一 オムロングループ 
1 
.貸'設貞 '■
･金偏の建:	 ロー ル電器有限公l	 (潔)有限公司
貸 リ雇のl.･のの角牢物 L . オム口ノ電子部叩 く
こ出 l 売.

























所在地 日看 中国(深lrJ) 中Ei日上海)マレー シア 巨 ンドネシア
設立 2003年 4月 2001年 3月 199月 8年 121973年 1月 1992年 Z月
資本金 3億円 20百万 USS 120,574 千 20,000千 MS 19,057百 万 
(2005.03 現在) RMB.¥ ⅠDR
従業員数 579名 邦人 22名 邦人 3名 邦人 6名 邦人 5名 
(2005.03 現在) 海外5993名 現地3539名 現地383名 現地770名 現地1265名
出所 :オムロンリレー アンドデバイス㈱のホ ムーページ15､及びインタビュー 調査で得られた資
料を基に作成
現代軽骨経済研究 第 3号 研究ノー ト二多国籍企業における観戦機能再構築のプロセスについて 721621
図 5 Ilレ-事業の生産棟能の中国への移転例えば,オムロンリレーアンドデバイス株式会社は TPM (T ltoa iveP d trouc
)の品質管理システムを貫徹している.｢第一に人が変わり,第Ma me
二に設備が変わり,最後に職場を変える｣という論理で進められている.具


































8ブラザー工業は,1990年代に情報通信機器を支柱事業として発展させる で SOHO (ma0fc HmeOff )市場の拡大とオフィス･スーパースS l1 Re･ o eic
12 現代経常経済研究 第 3号 912











1 経営戟略の転換 : 第三の創業｣
ブラザー工業は 1 8年の創業以来おおよそ三つの時期を経てきた.第一
5. 情報通信機器をコア事業にする ｢ が向上するだけでなく,テープ,トナー,ドラム,インクなどの関連消耗品










































]30 現代経営経済研究 第 3号
























































現代経営経済研究 第 3号 研究ノート:多国籍企業における観梅機能再構築のプロセスについて 1332
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l&Dカンパニー Ifr to ou n opn) &Hカンパニー(nomain& DcmetCmay,P
(proa o opn) ( ciey&Sltoesnl&HmeCmay,M&Sカ ンパニー Mahnr ouin 
company)という三つの社内カンパニーに権限を委譲し事業を運営している･ 
2003年の中国生産の割合は l&Dカンパニーで 5割以上 P&Hカンパニー







を通 じて,中国で工業 ミシンの販売会社 BISH (BROTHERINTERNA-








































6 現代経営経済研究 第 3号
必要がある.組織機能の再構築はコアな機能,コアな職務と非コアな機能,
非コアな職務の再編成の問題として捉えることが重要である.オムロンのリ
レー事業では,生産機能の企画 ･管理 ･設備改善の職務および材料 ･加工 ･
L3 研究ノー ト:多国籍企業における組践機能再構築のプロセスについて 773














S# A 日本 中国 米国 欧州
経営戦略の転換 l 職 務 2
研 究開発機 1能 職 務
 2
l マ ーケテ イ 1芸篭 品苧琵芸の,次元	 ング機能 職 務
 2
購買機能 職 務 1
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_,
職 務 2
販売機能 職 務 l
職 務 2 
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マーケテ イ 1ング機能 職 務
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肝胃機能 職 務 1
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現代経営権済研究 第 3号 研究ノートニ多国籍企業における組織耗能再構築のプロセスについて 
ndS.Gho
7 論文の限界と今後の研究方向
9〕 荒川和宏 )pp 41-421. 3参照. 
94)pp
8 9J3
8) B ett al( )p 7参照.
本論文はケーススタディの手法で,多国籍企業における組織機能の再構築
) Y .K.( -6参照. 
c.
c.





















オムロン株式会社のホームページ :http業における組織権能再構築のダイナ ミズムをより赦密に調査 し,比較するこ www mron


























『日経産業新聞』2002年 10月 08日 008ページに参照. 
究を行っていきたい.
日経産業新聞』2002年 10月 08日 008ページに立石社長による発言 
注 〕 例えば,TPM活動を行なうための土,日曜日の出勤に対して,日本では残18
1) 大歳卓麻 (2004)参照. 業代を考えないが,中国では中国人従業員のモラールを配慮し残業代を払うこ
とにしている.2〕 例えば,多国籍企業プロクタ一 ･アンド･ギャンブル &G)は 2003年,(P
19)
タビューに対し,今までの中国,オランダ, ドイツ及びインドネシアでの国際




経営の経験に基づいてこう語った.0 3 48参照. 









7〕 マルチ ドメスティックな産業とは､地域ごとにある程度独立した製品市場 22) 本節の資料は,安井義博 (20031pp






行われる業界であるoこうした産業においては,世界的規模での標準化製品を 24) ブラザー工業の販売機能は,従来, 2つの会社に委ねられてきた.海外輸
一律に投入することはできない.反対に,グローバルな産業とは,競争環境が 出に関する部分は BICに,国内市場における部分はブラザー販売に,それぞ
世界規模に拡大し,企業は絶えず世界市場を単一の市場としてとらえた競争戦 れ委ねられてきた｡ 
略を立てなければならない産業を指す｡こうした産業においては,標準化した 25) ブラザー工業広報 ･総務部から得た資料に基づく. 
6に基づく. 
が形成され,各々の地域における競争が,それ以外の地域の競争とは無関係に 23) 本節の資料は,安井義博 (2003)pp
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